
恒星との比較を目的とした太陽活動領域の近赤外CaⅡ三重輝線の測定

匲匰匲匱年匱匰月匱匸日から匲匲日までの匵日間、京都大学飛騨天文台にてドームレス太陽望遠鏡と水平分光

器を用いて、太陽の多波長分光観測を遂行した。本研究では太陽の各領域における近赤外千卡Ⅱ三重輝

線匨λ 匸匴匹匸匬 匸匵匴匲匬 匸匶匶匲 北十匩を 匳本同時に取得し、前主系列星や零歳主系列星の等価幅・半値幅と比較

することで①恒星のプロミネンスの規模、②近赤外千卡Ⅱ三重輝線の匳本の形成領域の違い、を解明す

ることを目指した。

匱匮 卉卮却卲卯卤卵卣却卩卯卮

前主系列星の研究では、近赤外千卡Ⅱ三重輝線の強度比は「光学的厚み」の指標として用いられてき

た。 午卥卲卢卩卧 匦 卓卯卤卥卲卢卬卯卭 匨匱匹匸匰匬 十印半匬 匲匴匲匬 匶匲匸匩では卌協卅モデルを作成し、協タウリ型星と太陽の活

動領域匨プラージュ、フレア、プロミネンス匩の観測結果を比較した。 協タウリ型星は太陽のプラージ

ュやフレアと同程度の光学的厚みを示すことが判明した。つまりプロミネンスなど光学的に薄い領域

から放射された場合は λ 匸匵匴匲 北十が最も強いが、プラージュなど光学的に厚い領域から放射された場

合は匳本とも同等程度の強度を示す。 午卡卭卡卮卮 匦 卐卥卲即即卯卮 匨匱匹匹匲匬 十印半卓匬 匸匲匬 匲匴匷匩および、匶匰天体の

前主系列星と匵匲天体の零歳主系列星を対象とした卙卡卭卡即卨卩却卡匬 卉却卯卨匬 協卡卫卡卧卩 匨匲匰匲匰匬 卐十卓半匬 匷匲匬 匸匰匩の結

果もこれと一致した。我々は零歳主系列星の自転速度と光学的厚みに相関があることに気が付いた。

自転が速いほど光学的に薄い輝線を示す。この原因としては、自転が速い前主系列星ほどプロミネン

スが卓越する可能性が考えられる。もしくは近赤外千卡Ⅱ三重輝線の匳本それぞれが異なる高度で形成

された可能性も考えられる。

匲匮 観測

匲匰匲匱年匱匰月匱匸日から匲匲日までの匵日間、京都大学飛騨天文台にてドームレス太陽望遠鏡匨口径匶匰

卣卭匩と水平分光器を用いて、太陽の多波長分光観測を遂行した。波長分解能は匴匸匬匰匰匰程度である。

卐卯卲却匭匱で①近赤外千卡Ⅱ三重輝線匨λ 匸匴匹匸匬 匸匵匴匲匬 匸匶匶匲 北十匩の匲次光と②卍卧Ⅰ輝線匨λ 匸匸匰匷 北十匩の匲次光を、

卐卯卲却匭匳で③午α輝線の匳次光を観測した。加えて④午α フィルターでの撮像観測も実施した。①②④

には午十卍十卍十協卓单 千匱匱匴匴匰 协卒千十匭匍卡即卨匴匮匰を、③には卐卒协卓卉卌卉千十 升卅匱匶匵匰を用いた。 千卡Ⅱ輝線

のうち λ 匸匴匹匸匬 匸匵匴匲 北十は同じカメラで取得した。積分時間は観測対象ごとに変更し、匱枚あたり匰匮匰匵

即や匰匮匱 即などを設定した。黒点匨十卒 匱匲匸匸匶と十卒 匱匲匸匸匷匩、プロミネンス、ダークフィラメント、プラ

ージュ、静穏太陽などを複数回ずつ観測した。また匱匰月匲匱日の匱匹時頃から月の観測に挑戦した。満月

の翌日で月齢は匱匴匮匷だったが、スペクトルが暗くて取得できなかった。今回は波長域の広さを優先し

た結果、回折格子をブレーズ角から大きく外れた角度に設定したからだと考えられる。

図匱区 解析に用いた画像の例。

匱匸



卉卄卌匬 卉卒十卆 を用いた解析

匲匰匲匱年匱匰月匱匸日に取得した十卒 匱匲匸匸匶周辺を簡易解析した。解析には卉卄卌と画像処理ソフト卉卒十卆を

用いた。手順は①ダーク処理、②フラット処理、③スペクトルの抽出、④連続光成分の規格化である。

図匱に①と②の例を示した。① ∼ ③には卉卄卌を、④では卉卒十卆の卣卯卮却卩卮卵卵卭コマンドを用いた。

匴匮 簡易解析の結果

匲匰匲匱年匱匰月匱匸日に取得した十卒 匱匲匸匸匶のヘリオグラフの例を図匲に示す。ここで示した卆卥Ⅰ線匨λ

匸匵匱匴 北十匩は千卡Ⅱ線の観測の際に同時に得られたものである。黒点の半暗部も取得できた。千卡Ⅱ輝線匨λ

匸匵匴匲 北十匩で明るく輝くプラージュが検出された。ここでは紙面の都合で近赤外千卡Ⅱ三重輝線のうち λ

匸匵匴匲 北十のヘリオグラフのみ載せたが、他の二本匨λ 匸匴匹匸匬 匸匶匶匲 北十匩も同様にプラージュを示した。 卍卧

卉、卆卥Ⅰのヘリオグラフは濃淡を示したことから、活動領域付近では卍卧 卉、卆卥Ⅰも輝線成分が生成さ

れると考えられる。

図匲区 匲匰匲匱年匱匰月匱匸日に取得した十卒 匱匲匸匸匶のヘリオグラフの例．左から順に連続光成分、千卡Ⅱ輝線匨λ

匸匵匴匲 北十匩、卍卧Ⅰ輝線匨λ 匸匸匰匷 北十匩、 卆卥Ⅰ輝線匨λ 匸匵匱匴 北十匩を示す。

匲匰匲匱年匱匰月匱匸日に取得した十卒 匱匲匸匸匶付近より、静穏太陽とプラージュのスペクトルを抽出し

た匨図匳匩。近赤外千卡Ⅱ三重線匨λ 匸匴匹匸匬 匸匵匴匲匬 匸匶匶匲 北十匩と 卍卧 卉線匨λ 匸匸匰匷 北十匩のいずれも、静穏太陽より

もプラージュのほうが浅い吸収線を示した。プラージュでは千卡Ⅱ輝線のうちλ 匸匴匹匸 北十が最も浅かっ

たことから、三本のうちではλ 匸匴匹匸 北十が最も明るい輝線を生成することが示唆される。

図匳区 匲匰匲匱年匱匰月匱匸日に取得した十卒 匱匲匸匸匶付近のプラージュと静穏太陽の近赤外千卡 卉卉三重線と卍卧

卉線。実線がプラージュ、点線が静穏太陽のスペクトルを示す。

なお西はりま天文台機関誌・宇宙华协南匲匰匲匱年匱匱月号にて「飛騨天文台の振り返り」という記事を

執筆した。
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